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こ
の
三
つ
の
行
動
以
外
は
、
年
間
（
一
～
一
〇
月
）
に
し
た
人
の

割
合
は
半
分
以
下
に
な
る
が
、
反
面
、
そ
の
期
間
に
は
し
て
い
な
い

人
で
今
後
し
た
い
人
も
多
く
、
今
後
の
余
暇
条
件
の
変
化
に
つ
れ
て
、

す
る
人
が
増
え
る
可
能
性
が
あ
る
。
「
ス
ポ
ー
ツ
見
物
」
「
講
演
会

等
自
分
の
た
め
の
勉
強
」
「
け
い
こ
事
・
趣
味
・
サ
ー
ク
ル
の
会
」

の
三
つ
は
、
年
間
行
為
者
と
同
じ
く
ら
い
今
後
し
た
い
人
か
お
り
、

今
後
、
余
暇
行
動
が
増
え
る
可
能
性
が
大
き
い
。
そ
し
て
、
「
美
術

館
・
展
覧
会
・
博
物
館
」
「
図
書
館
」
は
一
～
一
〇
月
に
行
っ
た
人

よ
り
も
多
く
の
人
が
今
後
し
た
い
と
思
っ
て
い
て
、
こ
の
種
の
施
設

の
不
足
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
「
パ
チ
ン
コ
・
マ
ー
ジ
ャ
ン
・
飲
み
屋
」
と
「
社
会
活
動
へ
の
参

加
」
の
二
つ
は
、
行
動
し
た
人
に
比
べ
て
、
し
て
い
な
い
人
で
今
後

し
た
い
人
が
少
な
い
。
し
た
い
人
は
ほ
と
ん
ど
が
す
で
に
し
て
い
て
、

今
後
す
る
人
が
増
え
る
可
能
性
は
あ
ま
り
な
い
、
と
い
う
こ
と
だ
ろ

う
か
。
し
か
し
「
社
会
活
動
へ
の
参
加
」
を
し
て
い
な
い
人
で
今
後

し
た
い
人
七
％
は
、
二
〇
歳
以
上
の
市
民
約
一
八
〇
万
人
に
つ
い
て

は
約
一
三
万
人
に
あ
た
る
。
け
っ
し
て
少
い
数
で
は
な
い
、
と
も
い

え
よ
う
。

く
ら
し
む
き

●
生
活
の
満
足
感
が
少
し
ず
つ
上
昇

　
昭
和
四
八
年
度
の
「
市
長
へ
の
手
紙
」
へ
の
投
稿
数
で
「
消
費
生

活
」
が
一
躍
一
位
と
な
っ
た
。
「
消
費
生
活
」
が
上
位
五
位
ま
で
に

現
わ
れ
た
の
は
こ
の
年
だ
け
で
あ
る
が
、
横
浜
市
が
毎
年
行
っ
て
い

る
市
民
意
識
調
査
で
は
、
こ
の
問
題
は
い
ぜ
ん
市
民
生
活
の
重
要
な

関
心
事
と
な
っ
て
い
る
。
市
政
要
望
で
は
「
物
価
・
消
費
者
」
が
毎

年
一
位
か
二
位
に
あ
り
（
四
六
頁
・
表
３
－
７
）
、
生
活
の
心
配
ご

と
で
も
「
イ
ン
フ
レ
・
物
価
高
」
が
第
一
位
を
続
け
て
い
る
（
表
３

－
２
）
。

　
こ
の
間
、
市
民
の
意
識
に
は
暮
ら
し
の
不
安
感
が
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ

ク
以
後
も
持
続
し
た
よ
う
で
、
五
二
年
の
市
民
意
識
調
査
で
は
、
暮

ら
し
向
き
が
「
良
く
な
っ
た
」
人
と
「
少
し
良
く
な
っ
た
」
人
を
合

せ
る
と
一
八
％
、
「
悪
く
な
っ
た
」
「
少
し
悪
く
な
っ
た
」
の
合
計

は
二
七
％
で
、
悪
く
な
っ
た
と
い
う
意
識
の
ほ
う
が
や
や
強
か
っ
た
。

ま
た
同
じ
五
二
年
の
調
査
で
、
生
活
の
や
り
く
り
や
節
約
で
気
を
つ

け
て
い
る
こ
と
と
し
て
、
四
八
％
の
人
が
「
も
の
を
大
切
に
し
た
り
、

簡
単
に
捨
て
な
い
」
、
四
二
％
の
人
が
「
買
い
控
え
を
し
た
り
気
軽
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表3－2　生活の心配ごとの経年推移

表3－3　家計の状況の経年推移

表3－4　生活の満足感の経年推移

表3－5　日本国民の暮らしの満足感の経年推移
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に
お
金
を
使
わ
な
い
」
と
答
え
て
お
り
、
そ
の
時
点
の
節
約
ム
ー
ド

が
う
か
が
え
る
。

　
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
家
計
の
状
況
は
少
し
ず
つ
好
転
し
て
い
る

よ
う
で
、
家
計
に
「
余
裕
が
あ
る
」
と
答
え
る
人
が
、
五
一
年
か
ら

五
三
年
に
か
け
て
一
七
％
か
ら
二
五
％
へ
と
増
え
、
「
赤
字
」
の
人

が
二
一
％
か
ら
一
六
％
へ
と
減
っ
て
い
る
（
表
３
－
３
）
。

　
そ
し
て
、
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
の
要
素
を
全
体
と
し
て
と
ら
え
た
生

活
の
満
足
感
は
、
こ
の
数
年
、
満
足
派
が
少
し
ず
つ
増
え
る
傾
向
に

あ
る
（
表
３
－
４
）
。

「
満
足
」
と
「
ま
あ
満
足
」
の
人
を
合
せ
る
と
、
四
八
年
の
五
五
％

が
五
三
年
の
七
〇
％
へ
と
増
え
て
い
る
。
全
国
民
の
暮
ら
し
の
満
足

感
で
も
同
じ
よ
う
な
傾
向
が
表
わ
れ
て
お
り
、
満
足
派
は
四
九
年
の

五
四
％
が
五
三
年
の
六
四
％
へ
と
増
え
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
以
前
の

四
五
年
と
ほ
ぼ
同
じ
割
合
に
戻
っ
て
い
る
（
表
３
－
４
）
。

　
五
三
年
の
調
査
で
「
生
活
の
満
足
感
」
と
「
生
活
の
心
配
ご
と
」

の
関
係
を
み
る
と
（
図
表
は
省
略
）
、
生
活
に
不
満
を
も
っ
て
い
る

人
の
間
で
は
、
「
住
宅
」
「
子
供
の
教
育
」
「
仕
事
・
職
場
」
「
失

業
・
収
入
減
」
へ
の
不
満
が
平
均
よ
り
多
い
。
こ
れ
を
ラ
イ
フ
ス
テ

ー
ジ
（
人
の
生
涯
の
段
階
）
別
に
み
る
と
、
学
生
と
独
身
期
の
人
に

「
仕
事
・
職
場
」
の
心
配
、
第
一
子
就
学
前
の
親
に
「
住
宅
」
、
第

一
子
就
学
前
と
小
中
学
生
の
親
に
「
子
供
の
教
育
」
、
第
一
子
独
立

し
た
親
に
「
失
業
・
収
入
減
」
、
老
齢
期
の
人
に
「
老
後
・
病
気
」

の
心
配
が
、
平
均
よ
り
多
く
現
わ
れ
て
い
る
。
「
イ
ン
フ
レ
・
物
価

高
」
は
、
生
活
の
満
足
派
・
不
満
派
を
問
わ
ず
、
各
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
を
問
わ
ず
、
ほ
ぼ
一
様
に
心
配
事
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

市
民
の
生
活
環
境
と
意
識

　
こ
の
十
数
年
で
百
万
人
以
上
の
人
口
が
増
え
た
横
浜
で
は
、
い
ま

の
所
に
住
む
よ
う
に
な
っ
て
九
年
以
内
と
い
う
住
民
が
五
四
％
も
い

て
、
新
住
民
が
い
ま
で
も
多
い
。
だ
が
、
い
ま
の
所
へ
横
浜
市
内
か

ら
移
っ
て
き
た
市
民
の
割
合
は
、
少
し
ず
つ
増
え
て
き
て
い
る
（
表

は
省
略
）
。
四
八
年
に
は
前
住
地
が
横
浜
市
内
で
あ
っ
た
住
民
は
五

五
％
だ
っ
た
の
が
、
五
三
年
に
は
六
一
％
に
増
え
て
い
る
の
だ
。

　
ま
た
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
い
ま
の
所
に
住
み
続
け
る
つ
も
り
の

あ
る
市
民
は
、
「
た
ぶ
ん
」
と
い
う
人
も
含
め
て
六
八
％
で
あ
る
。

●
居
住
地
で
異
な
る
生
活
環
境
の
満
足
・
不
満

　
新
住
民
の
定
住
化
は
進
み
つ
つ
あ
る
が
、
市
民
は
い
ま
住
ん
で
い




